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（67） 헬렌 리（Helen J.S. Lee）「제국의 딸로서 죽는다는 것」（『亜細亜研究』第51巻2号（2008年））．
筆者はフロリダ大学アフリカ・アジア学科教授．
（68） 「京城大和塾」（『緑旗』1941年2月号、213頁）
（69） 清田美智子「朝鮮の子供達に国語を教へる国語講習会訪問記」（『緑旗』1940年8月号、104頁）
（70） 「のび行く若き半島の心京城大和塾をみる」（『緑旗』1941年10月号、68頁）
（71） 前出、高原克己、33頁．
（72） 前出、水野直樹、9頁．
（73） 淺野茂子（1922~1942）京城第二高等女学校卒業後、清和女塾に入塾し1941年3月卒業、1941年
8月より「大和塾国語講習会ニ奉仕」（『大和塾日記』、132頁）
（74） 淺野茂子遺稿「大和塾日記」（前同、17頁～）
（75） 「大詔奉戴日ニ関スル内閣告諭」（朝鮮総督府『朝鮮ノ国民総力運動』、1943年3月、13頁）．「告諭」
は、1941年12月8日渙発「宣戦ノ御詔書」を記念し、1942年1月より毎月8日を「大東亜戦争究極
ノ目的完遂」を期する日とした．
（76） 本居宣長「敷島の　大和心を人とはば　朝日ににほふ　山櫻花」
（77） 「大和塾の子供達から」（『大和塾日記』、93頁） 
（78） 「淺野茂子さんの追悼慰霊祭」（前同、126頁）
（79） 前出、宮田節子、118頁．
（80） 津田栄「挙国一体皇道宣布に邁進せよ」（『緑旗』1937年8月号、2頁）
（81） 緑旗日本文化研究所員津田剛「朝鮮の現段階と緑旗連盟」（『緑旗』1938年3月号、2頁）
（82） 緑旗連盟主幹津田剛「国土計画の基本理念」（『緑旗』1940年11月号、6頁）
（83） 清和女塾七回生清田佐智子「淺野さんを偲びて」（『大和塾日記』、106頁）
（やまもと　ひろあき・文学研究科東洋史学専攻修士課程修了）
（指導教員：李昇燁准教授）
2011年9月30日受理
